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一

大
宝
二
年
筑
前
国
嶋
郡
川
辺
里
戸
籍
の
故
地坂

　
　
上
　
　
康
　
　
俊

は
じ
め
に

大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
筑
前
国
嶋
郡
川
辺
里
戸
籍
断
簡
は
、
嶋
郡
の
大
領
（
郡
司
の
長
官
）
肥
君
猪
手
の
戸
の
戸
口
一
二
四
人
の

ほ
と
ん
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
で
夙
に
著
名
で
あ
る
。
本
断
簡
に
関
連
し
て
は
、
近
年
で
も
新
た
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
お

り
、
受
田
額
の
分
析
か
ら
、
西
海
道
に
お
け
る
班
田
収
授
は
本
戸
籍
に
基
づ
く
も
の
が
初
め
て
で
あ
る
と
し
た
鎌
田
元
一
氏
の
研
究（

（
（

、

同
年
の
御
野
国
戸
籍
と
の
対
比
を
通
じ
て
、
本
戸
籍
は
戦
時
体
制
の
戸
籍
か
ら
平
時
体
制
の
戸
籍
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
し
た

本
庄
総
子
氏
の
研
究（

（
（

な
ど
が
議
論
を
巻
き
起
こ
し
て
お
り
、
筆
者
も
、
太
宰
府
市
の
国
分
松
本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
嶋
評
戸
口
変

動
記
録
木
簡
」
の
分
析
か
ら
、
同
郡
の
戸
籍
の
前
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。

こ
の
よ
う
に
本
戸
籍
断
簡
に
つ
い
て
は
厚
い
研
究
史
が
あ
る
も
の
の
、
未
だ
に
詰
め
切
れ
て
い
な
い
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
も
の
に
、
川
辺
里
の
比
定
地
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
研
究
は
、
近
世
の
地
誌
学
に
よ
る
も



二

の
を
除
き
、
最
初
に
取
り
組
ま
れ
た
是
松
茂
男
氏
の
論
考（

（
（

、
お
よ
び
前
世
紀
末
の
丸
山
雍
成
氏
に
よ
る
検
討（

（
（

が
主
な
も
の
で
、
必
ず

し
も
重
厚
な
研
究
史
を
持
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
是
松
氏
の
比
定
が
出
さ
れ
て
以
後
は
是
松
説
が
、
丸
山
氏
の
比
定
が
出
さ
れ

て
以
後
は
丸
山
説
が
有
力
説
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
検
証
は
必
ず
し
も
熱
心
に
は
取
り
組
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ

る
。
こ
う
し
て
現
在
で
は
丸
山
説
が
半
ば
通
説
化
し
て
い
る
と
称
し
て
良
い
よ
う
に
思
う
が
、
丸
山
説
に
は
近
世
史
研
究
者
と
し
て

の
発
想
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
散
見
し
、
必
ず
し
も
古
代
史
研
究
の
現
在
の
学
説
状
況
を
踏
ま
え
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
そ
の
た
め
か

論
旨
に
混
乱
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
在
の
古
代
史
研
究
の
成
果
を
活
か
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
詰
め
ら
れ
る

か
と
い
う
方
法
論
に
重
点
を
置
い
て
、
川
辺
里
の
比
定
地
問
題
を
再
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

一　

こ
れ
ま
で
の
研
究
―
是
松
茂
男
説
と
丸
山
雍
成
説
を
中
心
に
―

川
辺
里
の
比
定
地
に
つ
い
て
の
研
究
史
は
、
丸
山
雍
成
氏
の
論
考
に
近
世
以
来
の
議
論
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
基
本
的
に

そ
ち
ら
に
任
せ
た
い
が
、
丸
山
説
が
出
さ
れ
る
前
の
有
力
説
で
あ
っ
た
是
松
説
、
お
よ
び
是
松
説
を
否
定
し
て
新
た
な
比
定
地
を
提

唱
し
た
丸
山
説
に
つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
論
証
方
法
に
重
点
を
お
い
て
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

是
松
茂
男
氏
は
、

（
Ａ
）�

大
宝
二
年
戸
籍
か
ら
川
辺
里
の
里
人
の
受
田
額
を
総
計
一
三
一
町
余
と
推
定
で
き
、
川
辺
里
は
数
個
の
自
然
村
落
を
包
括
し

た
相
当
大
規
模
な
村
落
と
み
る
べ
き
こ
と
、

（
Ｂ
）�

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）「
志
摩
郡
惣
田
数
付
之
事
」（
朱
雀
家
文
書
）
に
、「
元
岡
村
」「
泊
村
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る

「
河
名
辺
名
」
が
、
慶
長
三
～
四
年
（
一
五
九
八
～
九
）
の
「
志
摩
郡
石
田
治
部
少
輔
様
御
時
物
成
并
中
納
言
様
御
時
物
成
」



大宝二年筑前国嶋郡川辺里戸籍の故地

三

（
朱
雀
家
文
書
）
で
は
消
滅
し
、
そ
の
代
わ
り
に
「
馬
場
村
」
が
「
元
岡
村
」
と
並
記
さ
れ
て
現
れ
て
い
る
こ
と
、

（
Ｃ
）�

近
世
初
頭
に
は
志
摩
郡
の
有
力
神
社
と
な
っ
て
い
た
六
所
神
社
が
馬
場
村
に
あ
り
、
前
掲
文
書
で
「
河
名
辺
名
」
の
中
に
含

ま
れ
た
形
で
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
社
領
十
一
町
九
反
四
十
五
歩
」
は
、
こ
の
六
所
神
社
の
社
領
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

（
Ｄ
）�
そ
の
六
所
神
社
の
神
職
が
寛
文
・
宝
永
頃
に
著
し
た
『
志
摩
郡
古
神
社
記
』
に
「
志
麻
郡
加
波
奈
美
江
馬
場
神
社
」
と
あ
る

こ
と
、

（
Ｅ
）�

天
正
十
三
年
（
一
五
八
四
）
の
文
書
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
元
岡
御
公
領
出
子
田
」
八
筆
の
中
に
「
一河

辺
四
百
田

所
壱
段　

二
郎
左
衛

門
」
と
あ
る
こ
と
、

（
Ｆ
）�（
立
花
）
大
友
文
書
の
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
の
鎮
西
探
題
裁
断
状
に
「
河
辺
名
主
河
辺
四
郎
左
衛
門
入
道
蓮
妙
」
が
見

え
る
こ
と
、

以
上
を
根
拠
と
し
て
、
川
辺
里
を
馬
場
・
油
比
・
松
隈
・
津
和
崎
付
近
に
比
定
し
た
。

是
松
説
は
、
そ
の
提
唱
後
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
通
説
的
地
位
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
丸
山
氏
は
、

（
ａ
）�

大
宝
二
年
の
嶋
郡
川
辺
里
戸
籍
断
簡
に
見
え
る
受
田
額
よ
り
推
算
し
て
（
川
辺
）「
里
の
受
田
合
計
面
積
は
（
中
略
）
総
計

一
二
四
町
歩
程
度
と
な
る
」
と
し
、
同
里
は
狭
郷
で
あ
っ
た
と
す
る
評
価
に
修
整
を
迫
っ
た
上
で
、
馬
場
村
付
近
は
是
松
氏

も
認
め
る
よ
う
に
山
麓
の
狭
小
な
地
域
で
あ
り
、
肥
君
は
肥
国
（
肥
後
）
か
ら
進
出
し
て
対
外
交
渉
に
も
関
与
し
て
い
る
の

で
、
嶋
郡
司
（
大
領
）
と
し
て
の
政
治
的
拠
点
で
あ
る
郡
衙
中
心
の
建
物
群
と
、
生
産
・
生
活
の
場
と
し
て
、
川
辺
里
を
山

間
・
丘
陵
地
帯
に
比
定
す
べ
き
で
は
な
く
、
港
津
に
ほ
ど
近
い
平
野
部
に
比
定
す
る
べ
き
こ
と
、

（
ｂ
）�

近
世
初
頭
の
「
河
名
辺
名
」
が
当
時
の
「
馬
場
村
」
に
相
当
す
る
と
い
う
是
松
説
は
妥
当
で
あ
る
が
、
河
名
辺
名
は
か
つ
て

の
川
辺
郷
か
ら
派
生
し
た
「
名
」
群
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
河
名
辺
名
は
一
三
六
町
で
あ
っ
て
、
前
記
し
た
大
宝
二
年



四

の
川
辺
里
推
定
受
田
額
と
殆
ど
変
わ
ら
ず
、
二
つ
の
史
料
の
間
に
経
過
し
た
九
百
年
と
い
う
時
間
の
推
移
を
考
え
れ
ば
、
と

う
て
い
同
一
地
域
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、

（
ｃ
）�
近
世
の
著
作
を
検
討
す
る
と
、
馬
場
の
六
所
神
社
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
は
元
岡
の
方
に
淵
源
を
持
つ
も
の
と
考

え
ら
れ
、
古
代
か
ら
連
綿
と
し
て
馬
場
の
六
所
神
社
が
志
摩
郡
の
有
力
社
と
し
て
現
地
で
続
い
て
い
た
と
い
う
想
定
に
は
疑

問
符
が
つ
く
こ
と
、

（
ｄ
）�

是
松
氏
が
依
拠
し
た
『
志
摩
郡
古
神
社
記
』
の
記
述
「
志
麻
郡
加
波
奈
美
江
馬
場
神
社
」
は
、
あ
る
い
は
「
加
波
奈
美
郷
」

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
資
料
自
体
に
は
他
書
の
節
略
が
多
く
混
じ
っ
て
お
り
、
内
容
に
問
題
が
あ
る
こ
と
、

（
ｅ
）�「
元
岡
御
公
領
出
子
田
」
八
筆
の
中
に
「
一河

辺
四
百
田

所
壱
段　

二
郎
左
衛
門
」
と
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
単
に
「
河
辺
」
と

い
う
呼
称
の
存
在
を
示
す
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
是
松
氏
が
天
正
十
三
年
（
一
五
八
四
）
の
年
紀
を
持
つ
文
書
と
し
て
掲

げ
た
「
元
岡
御
公
領
出
子
田
」
の
表
題
を
持
つ
文
書
は
、
実
は
天
正
七
年
以
前
の
大
友
氏
の
直
轄
領
の
書
き
上
げ
と
見
る
べ

き
で
、「
出
子
田
」
は
本
名
（
こ
の
場
合
は
元
岡
）
の
近
接
地
に
設
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
並
記
さ
れ
て
い
る
八
つ
の
名

の
位
置
比
定
を
試
み
た
結
果
と
、
旧
泊
村
と
旧
志
登
村
と
の
間
に
「
カ
フ
ノ
ミ
」、
旧
油
比
村
に
「
カ
ウ
ナ
ベ
」
と
い
う
田

字
（
＝
ホ
ノ
ケ
）
が
あ
る
こ
と
を
参
照
す
れ
ば
、
八
筆
の
中
の
「
一河

辺
四
百
田

所
壱
段　

二
郎
左
衛
門
」
は
、
元
岡
の
近
辺
に
求
め
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
、

（
ｆ
）�

嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
鎮
西
探
題
上
総
介
北
条
政
顕
裁
断
状
（（
立
花
）
大
友
文
書
）
に
よ
れ
ば
、「
河
辺
名
々
主
河
辺
四

郎
左
衛
門
入
道
蓮
妙
」
云
々
の
記
述
は
、「
元
岡
名
主
円
鏡
浄
法
」
云
々
の
記
述
と
「
金
丸
名
々
主
野
北
与
三
左
衛
門
入
道

定
心
」
云
々
の
記
述
の
間
に
あ
り
、
後
者
は
太
郎
丸
村
の
金
丸
か
今
津
村
の
金
丸
と
考
え
ら
れ
、
元
岡
名
と
金
丸
名
と
の
間

に
置
か
れ
た
河
辺
名
は
、
馬
場
付
近
よ
り
は
か
な
り
東
に
離
れ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
、
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五

こ
れ
ら
の
問
題
点
を
挙
げ
て
是
松
説
を
批
判
し
た
う
え
で
、
糸
島
半
島
の
古
代
の
景
観
に
言
及
し
、
下
山
正
一
氏
ら
の
調
査
結
果（

（
（

に

依
拠
し
て
、
西
か
ら
は
加
布
里
湾
が
泊
・
油
比
あ
た
り
ま
で
進
入
し
て
い
た
の
で
、
西
流
す
る
泉
川
の
流
域
は
古
代
に
は
海
浜
で
あ
っ

て
川
辺
と
は
言
い
が
た
い
と
し
て
こ
ち
ら
の
方
面
に
は
比
定
で
き
な
い
と
し
、
結
論
と
し
て
は
元
岡
か
ら
泊
に
か
け
て
の
一
帯
が
、

嶋
郡
な
い
し
川
辺
里
（
郷
）
の
中
心
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
。

二　

丸
山
雍
成
説
の
検
討

丸
山
説
が
提
唱
さ
れ
て
以
来
、
本
格
的
な
批
判
も
な
い
ま
ま
に
二
十
年
ほ
ど
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
丸
山
説
の
立
論
の
過
程
に
は
、
古
代
史
研
究
の
方
か
ら
見
る
と
、
看
過
で
き
な
い
問
題
点
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

結
論
の
当
否
は
さ
て
お
き
、
少
な
く
と
も
方
法
的
な
問
題
は
、
や
は
り
吟
味
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
思
い
つ
く
ま
ま
に
問
題

点
を
列
記
し
て
み
れ
ば
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
１
）	

下
山
正
一
氏
ら
の
研
究
を
、
糸
島
半
島
の
西
側
（
加
布
里
湾
側
）
の
海
水
面
の
湾
入
に
つ
い
て
は
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る

の
に
、
東
側
（
今
津
湾
側
）
に
つ
い
て
は
、
ど
の
程
度
の
湾
入
が
古
代
に
考
え
ら
れ
る
の
か
、
こ
の
点
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。「
元
岡
」
の
丘
陵
の
前
面
に
は
「
元
浜
」
の
地
名
が
広
が
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
縄
文
・
弥
生
時
代
に
は
、
現
在
の
元

浜
一
～
四
丁
目
、
太
郎
丸
一
～
四
丁
目
あ
た
り
は
海
岸
で
、
貝
類
が
生
息
し
て
い
た（

（
（

。
こ
の
あ
た
り
が
八
世
紀
初
頭
に
ど
こ
ま

で
陸
地
化
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
元
浜
」
と
い
う
地
名
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
中
世
頃
ま
で
は
居
住
や
耕
作
の
適
地
と

は
言
い
が
た
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
少
な
く
と
も
元
岡
地
域
が
平
野
に
恵
ま
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
か
な
り
疑
問
で

あ
る
。



六

図
１
 縄
文
海
進
ピ
ー
ク
時
期
の
推
定
海
岸
線
（
破
線
） （

注（
6）

小
林

茂
他

編
著

付
図

よ
り

）
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七

図
２
 国
土
地
理
院
発
行
１
／
25 ,000地

形
図
「
宮
浦
」「
前
原
」
を
縮
小



八

（
２
）	

丸
山
氏
は
大
宝
二
年
戸
籍
で
の
川
辺
里
を
構
成
す
る
戸
の
受
田
額
を
総
計
一
二
四
町
程
度
と
推
定
し
、
川
辺
里
の
中
で
こ
の

田
積
を
確
保
で
き
て
い
た
が
故
に
川
辺
里
に
は
相
当
の
耕
地
が
広
が
っ
て
い
た
は
ず
、
従
っ
て
山
間
の
狭
隘
な
土
地
に
は
比
定

で
き
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
里
は
人
間
の
集
団
で
あ
り
、
元
来
属
地
性
は
な
い（

（
（

。
里
は
お
ろ
か
郡
す
ら
も
、
本
来

人
間
の
集
団
と
い
う
性
格
を
主
要
な
も
の
と
し
、
領
域
は
そ
れ
に
付
随
す
る
二
次
的
な
性
格
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。『
令

集
解
』
諸
説
は
、
狭
郷
・
寛
郷
を
郡
単
位
で
定
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
（
田
令
13
寛
郷
条
穴
記
・
朱
記
貞
説
、
田
令
7
非
其
土

人
条
朱
記
、
田
令
20
従
便
近
条
古
記
な
ど
）、
大
宝
二
年
の
豊
前
国
に
お
い
て
は
、
上
津
三
毛
郡
丁
里
、
上
津
三
毛
郡
加
自
久
也

里
、
中
津
郡
丁
里
い
ず
れ
も
男
子
一
段
二
三
五
歩
、
女
子
は
ほ
ぼ
そ
の
三
分
の
二
の
一
段
三
六
歩
で
あ
っ
て
、
郡
・
里
の
別
な

く
統
一
基
準
の
狭
郷
扱
い
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
豊
後
国
の
口
分
田
の
班
給
基
準
と
も
筑
前
国
の
そ
れ
と
も
異
な
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
口
分
田
の
班
給
基
準
は
、
郡
・
里
で
は
な
く
国
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（

（1
（

。
つ
ま
り
里
に

属
す
る
人
々
が
い
か
に
狭
隘
の
地
に
住
ん
で
い
よ
う
と
、
彼
ら
の
口
分
田
が
確
保
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、

一
国
内
で
標
準
と
さ
れ
た
受
田
額
が
、
い
ず
れ
か
の
土
地
に
支
給
さ
れ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
推
定
川
辺
里
戸
口
受
田

（
予
定
）
額
と
、
近
世
初
頭
の
河
名
辺
名
の
面
積
と
を
比
較
す
る
の
は
全
く
意
味
が
な
い
し
、
川
辺
里
の
人
々
が
特
に
至
便
の
場

所
に
口
分
田
を
支
給
さ
れ
て
い
た
、
換
言
す
れ
ば
大
部
分
の
里
人
が
平
野
部
に
住
ん
で
い
た
、
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
無
い
。

（
３
）	

丸
山
氏
は
「
肥
君
猪
手
と
そ
の
大
家
族
の
生
活
拠
点
、
さ
ら
に
は
嶋
郡
衙
所
在
地
で
も
あ
る
川
辺
里
の
位
置
が
ど
こ
か
」
と

い
う
問
題
設
定
を
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
川
辺
里
が
郡
衙
所
在
地
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
原
理
的
に
は
不
明
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。

　
　
　

郡
司
の
任
用
原
則
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
郡
内
に
い
く
つ
か
の
有
力
な
首
長
（
村
落
首
長
）
一
族
が
い
て
、

彼
ら
が
十
年
程
度
の
間
隔
で
回
り
持
ち
に
近
い
状
態
で
少
領
に
、
そ
し
て
大
領
に
任
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

（1
（

。
実
際
に
嶋
郡
に
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九

お
い
て
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
六
月
乙
巳
（
二
十
日
）
条
に
「
筑
前
国
御
笠
郡
大
領
正
七
位
下
宗
形
部
堅

牛
、
賜
二
益
城
連
姓
一
。
嶋
郡
少
領
従
七
位
上
中
臣
部
加
比
、
中
臣
志
斐
連
姓
」
と
あ
り
、
郡
領
氏
族
と
し
て
中
臣
部
（
中
臣
志

斐
連
）
一
族
が
い
た
。
こ
の
と
き
中
臣
部
加
比
は
、
従
七
位
上
と
は
い
え
少
領
で
あ
り
、
大
領
肥
君
猪
手
、
少
領
中
臣
部
加
比

と
い
う
体
制
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
大
宝
二
年
の
時
点
で
肥
君
猪
手
は
正
八
位
上
に
す
ぎ
ず
、
郡
司
の
選
限
は
大
宝
令
制

で
は
十
考
で
あ
っ
た
が
、
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
二
月
十
六
日
の
格
制
で
八
考
に
減
ら
さ
れ
て
お
り
、
猪
手
が
生
き
て
大
領
を

続
け
て
い
た
と
し
て
も
、
和
銅
二
年
の
段
階
で
は
せ
い
ぜ
い
三
階
上
が
っ
た
正
七
位
下
に
し
か
な
ら
ず
（
選
叙
令
15
叙
郡
司
軍

団
条
）、
こ
れ
は
、
少
領
中
臣
部
加
比
の
わ
ず
か
一
階
上
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　

ま
た
、「
嶋
評
戸
口
変
動
記
録
木
簡
」
に
は
、
所
属
里
は
不
明
な
が
ら
も
「
進
大
貳
建
部
成
」
と
い
う
人
物
が
見
え
て
い
る
。

進
大
弐
は
大
宝
令
制
で
は
大
初
位
下
に
相
当
す
る
。
当
該
木
簡
は
六
九
一
年
、
も
し
く
は
六
九
七
年
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

の
で（

（1
（

、
浄
御
原
令
制
下
で
の
進
階
の
原
則
は
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
も
の
の
、
大
宝
二
年
の
段
階
で
彼
は
三
階
ほ
ど
昇
叙
し
て

従
八
位
上
程
度
に
は
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
は
猪
手
の
わ
ず
か
二
階
下
の
位
置
付
け
と
な
る
。

　
　
　

こ
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
八
世
紀
初
頭
の
嶋
郡
内
に
は
、
肥
君
一
族
の
当
主
に
十
分
に
匹
敵
す
る
位
階
を
持
つ
、
従
っ
て

有
力
と
言
え
る
首
長
が
間
違
い
な
く
複
数
存
在
し
た（

（1
（

。
そ
う
な
る
と
、
先
述
の
回
り
持
ち
的
な
任
命
の
あ
り
方
か
ら
見
て
、
た

ま
た
ま
そ
の
時
に
郡
司
大
領
で
あ
る
人
物
の
居
所
近
く
に
郡
衙
が
設
け
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
そ
の
点
は
不
確
か
な
こ
と
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
嶋
郡
衙
の
所
在
地
問
題
と
川
辺
里
の
位
置
比
定
と
は
、
い
っ
た
ん
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
な
の

で
あ
る
。

（
４
）	

肥
君
の
出
自
に
つ
い
て
丸
山
氏
は
、
六
世
紀
前
半
の
磐
井
の
乱
以
降
の
筑
紫
進
出
を
考
え
、
肥
君
猪
手
は
そ
の
後
裔
で
あ
る

と
み
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
糸
島
半
島
に
お
け
る
首
長
墓
の
分
布
で
あ
る
。
宮
本
一
夫
氏
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、



一
〇

糸
島
半
島
内
で
は
、
古
墳
時
代
前
期
に
既
に
初
と
泊
～
元
岡
と
に
前
方
後
円
墳
・
大
型
円
墳
の
分
布
の
核
が
存
在
し
て
い
た
が
、

中
期
（
五
世
紀
前
半
頃
～
）
に
入
る
と
泊
～
元
岡
の
み
に
墳
丘
の
大
き
な
古
墳
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う（

（1
（

。
元
岡
で
は

六
世
紀
後
半
～
末
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
元
岡
石
ヶ
原
古
墳
が
、
首
長
墓
と
し
て
は
最
後
の
大
型
古
墳
と
な
る
。

　
　
　

一
方
で
、
元
岡
Ｇ
地
区
で
は
、
一
号
～
六
号
墳
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
一
号
墳
は
大
型
の
方
墳
で
、
七
世

紀
初
頭
の
築
造
と
み
ら
れ
て
お
り（

（1
（

、
ま
た
三
号
墳
も
六
世
紀
末
～
七
世
紀
初
頭
の
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
元
岡
Ｇ
地
区

の
古
墳
群
の
内
の
古
墳
の
一
つ
、
庚
寅
年
銘
の
鉄
刀
を
出
土
し
た
元
岡
Ｇ
六
号
墳
（
七
世
紀
初
頭
～
前
半
の
築
造
で
、
七
世
紀

後
半
ま
で
墓
前
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た（

（1
（

）
が
、
拙
論
の
ご
と
く
百
済
と
の
交
渉
で
活
躍
し
た
肥
君
一
族
の
後
裔
の
も
の
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば（

（1
（

、
元
岡
と
い
っ
て
も
か
な
り
南
西
に
偏
し
た
あ
た
り
が
七
世
紀
の
肥
君
の
奥
津
城
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
肥
君

一
族
は
、
従
来
の
大
型
円
墳
・
前
方
後
円
墳
と
は
や
や
様
相
の
こ
と
な
る
墓
群
を
造
営
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
三
十
二
基
の
円
墳
か
ら
な
る
桑
原
石
ヶ
元
古
墳
群
と
の
距
離
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
古
墳
群
を
肥
君
に
関
係

す
る
集
団
の
も
の
と
考
え
て
良
い
か（

（1
（

、
な
お
疑
問
無
し
と
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
居
住
地
、
生
産
の
拠
点
（
耕
地
）、
そ
し
て
墓

域
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
と
は
限
る
ま
い
。

三　

川
辺
里
は
川
の
ほ
と
り
で
は

以
上
が
丸
山
説
の
も
つ
方
法
論
的
な
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
た
上
で
川
辺
里
の
位
置
比
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
丸
山
氏
が
是
松
氏
の
所
説
を
批
判
し
つ
つ
述
べ
る
よ
う
に
（
前
掲
ｅ
・
ｆ
）、「
元
岡
村
」
と
「
河
名
辺
名
」

と
は
、
か
な
り
近
接
し
て
い
た
と
い
う
点
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
「
河
名
辺
名
」
が
馬
場
付
近
を
含
み
込
ん
で
い
た
時
期
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一
一

が
あ
る
と
す
れ
ば
（
前
掲
ｂ
）、
元
岡
よ
り
は
南
西
、
馬
場
に
近
い
あ
た
り
に
川
辺
里
の
中
心
部
、
肥
君
の
居
住
地
が
あ
っ
た
と
い
う

想
定
も
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。

そ
う
し
た
場
所
を
地
図
上
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
し
て
そ
の
際
に
、
古
代
に
東
側
か
ら
大
き
く
湾
入
し
て
い
た
海
岸
線
を
考
慮

す
れ
ば
、「
元
岡
か
ら
泊
に
か
け
て
の
一
帯
」
と
い
う
よ
う
に
敢
え
て
元
岡
と
結
び
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
肥
君
の
奥
津
城
で
あ
る
元

岡
Ｇ
六
号
墳
の
あ
た
り
を
後
背
地
と
し
、
海
上
軍
事
力
の
保
持
・
行
使
に
必
要
な
港
湾
と
い
う
意
味
で
、「
泊
」
を
間
近
に
望
め
る
よ

う
な
場
所
を
想
定
す
る
方
が
よ
り
妥
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
更
に
重
視
す
べ
き
は
、
他
な
ら
な
い
「
川
辺
」
と
い
う
地
名
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
後
に
「
河
名
辺
」
と
も
表
記
さ
れ
て

い
る
点
を
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
や
は
り
こ
の
地
名
は
「
川
の
ほ
と
り
」
に
由
来
す
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
元
岡
丘
陵
の
南
東
面
の
縁
の
部
分
は
、「
元
浜
」
の
地
名
も
あ
る
よ
う
に
海
浜
と
言
う
べ
く
、「
川
辺
」
と
は
言
え
な
い
だ
ろ

う
。
川
の
流
れ
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。

元
岡
丘
陵
の
周
辺
で
川
が
流
れ
て
い
る
の
は
、
大
原
川
が
流
れ
る
桑
原
地
区
（
元
岡
丘
陵
の
北
東
に
あ
た
る
）
を
除
け
ば
、
馬
場
、

松
隈
、
そ
し
て
井
田
原
と
い
っ
た
、
今
津
湾
か
ら
み
れ
ば
北
西
側
に
か
な
り
奥
ま
っ
た
地
域
が
挙
げ
ら
れ
る
。
桑
原
地
区
は
、
大
量

の
木
簡
を
出
土
し
た
元
岡
地
区
二
〇
次
調
査
区
と
は
至
近
の
位
置
に
あ
り
、
郡
衙
等
の
存
在
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
は
い
え
、

七
世
紀
半
ば
ま
で
の
肥
君
の
奥
津
城
か
ら
は
距
離
が
あ
り
す
ぎ
る
し
、
港
湾
と
も
離
れ
て
し
ま
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
方
、
馬

場
、
松
隈
、
井
田
原
あ
た
り
は
、
確
か
に
初
川
の
上
流
が
貫
流
し
、
あ
る
程
度
の
平
野
部
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
嶋
郡
の
一
つ
の
里

名
と
し
て
「
川
辺
」
を
名
乗
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
貧
弱
な
流
れ
で
あ
り
、
か
つ
こ
ち
ら
も
内
陸
で
あ
る
と
い
う
難
点
が
あ
る
。

当
時
の
海
岸
線
を
見
込
ん
だ
上
で
、
こ
の
付
近
で
最
も
大
き
な
川
と
な
る
と
、
そ
れ
は
南
か
ら
流
れ
出
て
き
た
雷
山
川
が
、
志
登

支
石
墓
群
と
現
在
の
志
登
神
社
と
の
間
、
す
な
わ
ち
怡
土
郡
と
志
麻
郡
と
を
結
ぶ
地
峡
帯
（
陸
橋
）
の
中
央
を
貫
流
し
つ
つ
北
そ
し



一
二

て
西
に
流
れ
、
す
ぐ
に
西
方
か
ら
大
き
く
湾
入
し
て
い
た
当
時
の
加
布
里
湾
に
流
れ
込
む
あ
た
り
、
す
な
わ
ち
現
在
の
志
登
か
ら
泊

に
か
け
て
を
中
心
と
す
る
一
帯
が
、「
川
辺
」
と
呼
ぶ
に
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。
丸
山
氏
が
見
い
だ
し
た
、
旧
泊
村
と
旧
志
登

村
と
の
間
に
あ
る
「
カ
フ
ノ
ミ
」、
旧
油
比
村
に
あ
る
「
カ
ウ
ナ
ベ
」
と
い
う
二
つ
の
田
字
（
＝
ホ
ノ
ケ
）
の
存
在
は
（
前
掲
ｅ
）、

こ
の
あ
た
り
こ
そ
「
川
辺
里
」
の
故
地
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、「
川
辺
」
と
い
う
里
名
が
「
川
の
ほ
と
り
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
、「
川
の
ほ
と
り
」
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
と
い

う
考
え
方
も
あ
り
得
よ
う
。
か
つ
て
日
野
尚
志
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
に
朝
鮮
半
島
へ
の
派
遣
氏
族
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
「
河

辺
臣
」
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
四
月
壬
申
（
十
日
）
条
に

「
授
二
川
部
酒
麻
呂
外
従
五
位
下
一
。
酒
麻
呂
肥
前
国
松
浦
郡
人
也
。
勝
宝
四
年
、
為
二
入
唐
使
第
四
船
柁
師
一
、
帰
日
海
中
順
風
盛
扇
、

忽
於
二
船
尾
一
失
火
。
其
炎
覆
レ
艫
而
飛
、
人
皆
惶
遽
不
レ
知
二
為
計
一
。
時
酒
麻
呂
廻
レ
柁
。
火
乃
傍
出
、
手
雖
二
燒
爛 

一
、
把 

レ
柁
不
レ

動
。
因
遂
撲
滅
、
以
存
二
人
物
一
。
以
レ
功
授
二
十
階
一
、
補
二
当
郡
員
外
主
帳
一
。
至
レ
是
授
二
五
位
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
嶋
郡
と
そ
う

離
れ
て
い
な
い
可
能
性
の
あ
る
肥
前
国
松
浦
郡
内
に
は
、「
川
部
」
姓
の
舵
取
り
が
い
た
。
ま
た
、
唐
津
市
中
原
遺
跡
１
区
で
は
、「
大

村
戸
主
川
部
祖
次
付
日
下
□
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
唐
津
市
千
々
賀
古
園
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器
に
も
「
川
部
」

と
記
さ
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
る（

（2
（

。
里
の
呼
称
が
、
こ
う
い
っ
た
人
名
に
由
来
す
る
可
能
性
も
皆
無
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

更
に
、
先
述
し
た
「
嶋
評
戸
口
変
動
記
録
木
簡
」
に
は
、「
川
ア
里
」
と
い
う
里
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
大
宝
二
年
戸
籍
の
「
川
邉

里
」
は
、
七
世
紀
末
に
は
「
川
部
里
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
、
ま
ず
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
は
、「
河
辺
」
臣
と
い
う
表
記
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、「
川
辺
」
臣
と
記
す
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
現
存
す
る
「
川
辺
里
」
戸
籍
、
及
び
「
嶋
評
戸
口
変
動
記
録
木
簡
」
に
は
、「
川
部
」「
川
辺
」「
河
辺
」
を
姓
と
す
る
者
は
見

い
だ
せ
な
い
の
で
、「
川
辺
」
と
い
う
里
名
が
姓
「
川
部
」「
河
辺
臣
」
に
由
来
す
る
と
考
え
る
の
は
、
現
時
点
で
は
無
理
が
あ
る
。
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一
三

更
に
、「
嶋
評
戸
口
変
動
記
録
木
簡
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
同
木
簡
で
は
、
同
じ
姓
が
続
く
際
に
「
同
ア
」
と
略
し
て
い
る
場
合
が

あ
る
よ
う
に
、
表
記
を
や
や
崩
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、「
川
邉
」
の
画
数
の
多
さ
を
忌
避
し
て
、
音
通
の
「
川
ア
」
と
表
記
し
た

と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

是
松
茂
男
氏
と
丸
山
雍
成
氏
と
が
、
主
と
し
て
中
近
世
文
書
や
近
世
の
地
誌
類
を
用
い
て
「
川
辺
里
戸
籍
」
の
故
地
を
探
っ
た
の

に
対
し
、
本
稿
で
は
、
古
代
の
里
や
郡
司
の
制
度
史
的
研
究
を
踏
ま
え
、
庚
寅
年
銘
の
鉄
刀
と
い
う
新
資
料
を
用
い
て
、
元
岡
Ｇ
地

区
古
墳
群
を
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
肥
君
の
奥
津
城
と
想
定
し
、
更
に
古
代
の
海
岸
線
の
復
原
に
配
慮
し
つ
つ
、

大
宝
二
年
戸
籍
に
見
え
る
「
川
辺
里
」
の
故
地
を
、「
川
辺
」
と
い
う
呼
称
に
重
点
を
お
い
て
、
現
在
の
志
登
か
ら
泊
に
か
け
て
を
中

心
と
す
る
、
雷
山
川
下
流
の
一
帯
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
。

里
の
呼
称
は
、
そ
の
里
が
包
含
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
村
落
の
う
ち
の
中
心
的
な
村
落
の
呼
称
に
基
づ
く
の
を
基
本
と
す
る
の
で

は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
里
人
の
居
住
域
自
体
は
、
馬
場
あ
た
り
か
ら
元
岡
あ
た
り
ま
で
広
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

認
め
る
に
吝
か
で
は
な
い
が
、
敢
え
て
「
川
辺
」
と
名
付
け
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
重
視
し
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

考
え
た
次
第
で
あ
る
。

注（
1
）　

鎌
田
元
一
「
大
宝
二
年
西
海
道
戸
籍
と
班
田
」（『
律
令
公
民
制
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
年
。
初
発
表
一
九
九
七
年
）。



一
四

（
2
）　

本
庄
総
子
「
大
宝
二
年
戸
籍
と
寄
口　

造
籍
原
理
と
そ
の
転
換
」（『
史
林
』
九
八－

六
、
二
〇
一
五
年
）

（
3
）　

坂
上
康
俊
「
嶋
評
戸
口
変
動
木
簡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
木
簡
研
究
』
三
五
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
4
）　

是
松
茂
男
「
筑
前
国
嶋
郡
川
辺
里
の
位
置
」（『
糸
高
文
林
』
創
刊
号
、
一
九
五
二
年
）、
同
「
同
」（『
伊
都
』
創
刊
号
、
一
九
六
九
年
）。

（
5
）　

丸
山
雍
成
「
筑
前
国
嶋
郡
川
辺
里
の
比
定
地
を
め
ぐ
る
問
題
」（『
日
本
歴
史
』
六
〇
五
号
、
一
九
九
八
年
。
の
ち
『
封
建
制
下
の
社
会
と
交
通
』
再

収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
6
）　

下
山
正
一
・
佐
藤
喜
男
・
野
井
英
明
「
糸
島
低
地
帯
の
完
新
統
お
よ
び
貝
化
石
集
団
」（
九
州
大
学
理
学
部
研
究
報
告
『
地
質
学
』
一
四－

四
、
一
九

八
六
年
）、
下
山
正
一
「
桑
原
飛
櫛
貝
塚
の
自
然
遺
物
（
そ
の
１
）
―
貝
類
に
つ
い
て
」（
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
四
八
〇
集
『
桑
原
遺

跡
群
２

―
飛
櫛
貝
塚
第
一
次
調
査
―
』
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
六
年
）。
な
お
、
小
林
茂
・
磯
望
・
佐
伯
弘
次
・
高
倉
洋
彰
編
『
福
岡
平

野
の
古
環
境
と
遺
跡
立
地
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
付
図
「
既
存
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
に
基
づ
く
福
岡
市
地
域
の
縄
文
海
進
ピ
ー
ク
時
期
の

推
定
海
岸
線
」
も
参
照
。

（
7
）　
『
新
修
志
摩
町
史　

上
巻
』（
志
摩
町
、
二
〇
〇
九
年
）
第
二
編
第
二
章
第
四
節
の
地
図
（
一
三
三
頁
）
も
参
照
。

（
8
）　

こ
の
点
は
既
に
『
新
修　

志
摩
町
史　

上
巻
』（
志
摩
町
、
二
〇
〇
九
年
）
第
三
編
第
二
章
第
三
節
三
「
川
辺
里
の
比
定
地
を
め
ぐ
る
二
つ
の
説
」
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
（
原
田
諭
執
筆
、
二
四
二
～
四
頁
）。

（
9
）　

大
町
健
「
律
令
制
的
国
郡
制
の
特
質
と
そ
の
成
立
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
在
地
首
長
制
』
所
収
、
校
倉
書
房
、
一
九
八
六
年
。
初
発
表
一
九
七
九

年
）。

（
10
）　

虎
尾
俊
哉
『
班
田
収
授
法
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）
五
四
～
六
〇
頁
。

（
11
）　

須
原
祥
二
「
八
世
紀
の
郡
司
制
度
と
在
地
」（『
古
代
地
方
制
度
形
成
過
程
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
。
初
発
表
一
九
九
六
年
）

三
二
頁
。

（
12
）　

坂
上
康
俊
注
（
3
）
論
文
。

（
13
）　

な
お
、
猪
手
の
戸
口
の
中
に
は
、
有
位
者
と
し
て
猪
手
の
従
父
弟
肥
君
龍
麻
呂
（
少
初
位
上
）
が
お
り
、
ま
た
同
里
の
中
に
、
戸
主
大
初
位
上
肥
君

梨
麻
呂
が
い
た
。

（
14
）
宮
本
一
夫
他
「
糸
島
地
域
に
お
け
る
遺
跡
分
布
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
研
究
」（『
九
州
考
古
学
』
第
七
七
号
、
二
〇
〇
二
年
）
一

二
～
三
頁
。
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一
五

（
15
）　

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
二
一
〇
集
『
九
州
大
学
統
合
移
転
用
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書　

元
岡
・
桑
原
遺
跡
群
二
二
―
第
五

六
次
調
査
の
報
告
１

―
』
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
、
六
頁
（
大
塚
紀
宜
執
筆
）。

（
16
）　

同
右
一
二
頁
（
大
塚
紀
宜
執
筆
）。

（
17
）　

同
右
七
〇
頁
（
大
塚
紀
宜
執
筆
）。

（
18
）　

坂
上
康
俊
「
庚
寅
年
銘
鉄
刀
製
作
の
背
景
」（
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
三
五
五
集
『
九
州
大
学
統
合
移
転
用
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
書　

元
岡
・
桑
原
遺
跡
群
三
〇
―
元
岡
古
墳
群
Ｇ－

六
号
墳
・
庚
寅
銘
大
刀
の
考
察
―
』
福
岡
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
八
年
）。

（
19
）　

宮
本
一
夫
他
注
（
14
）
論
文
一
五
頁
。

（
20
）　

日
野
尚
志
「
筑
前
国
怡
土
・
志
麻
郡
に
お
け
る
古
代
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」（『
佐
賀
大
学
教
育
学
部
研
究
論
文
集
』
二
〇
号
、
一
九
七
二
年
）
三

四
頁
。

（
21
）　

佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
六
八
集
『
西
九
州
自
動
車
道
建
設
に
係
る
文
化
財
調
査
報
告
書
（
４
）　

中
原
遺
跡
Ⅰ
』（
佐
賀
県
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
七
年
）
一
〇
二
～
三
頁
。

（
22
）　

吉
田
孝
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
一
五
三
頁
。




